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2） 「孔乙己」は『新青年』6巻 4号に発表された。藤井省三の考証によれば、同誌の奥付では、1919年 9月 1日出
版となっているが、同誌の広告が『申報』の同年 8月 19日に掲載されているので、実際には同年 8月中旬に発












































































































































































































































































































































同　　　（1999） 　　同　 　 13巻、（草稿）筑摩書房
同　　　（1992） 　　同　 　 別巻（山内祥史編集）筑摩書房























該当箇所 誤　記 → 訂　正（または補足説明）
－論文（2015）、（「藤野厳九郎と魯迅をめぐって―「惜別」：その前後―」、24号所収） 
　該当ページ；　行（上または下から）
　117；11行（下から） 「藤野先生」の原稿 …原稿（ただしコピー）〔実物は北京魯迅博物館所蔵〕
　127；10行（下） 創造と模倣 創造的模倣
　128；（10行）（上） 作家の貴司山治は 「作家の貴司山冶は」を抹消し、「元患者の坪田和雄、地
元新聞の記者川崎義盛、牧野久信ら 3人は…先生の診療
所を訪れ…」
　131；16行（下） 4名 6名
　132；10行（下） 半沢正二郎…所収 『仙台における魯迅の記録』（1978）
371～373ページに所収、仙台における魯迅の記録を調
べる会編、平凡社
－論文（2016）、（「魯迅と藤野厳九郎をめぐって―日中関係の一齣―」25号所収）
　7；16行（上） 「日曜版のようなものか」 
を抹消する。
〔補足説明〕：1918年、李大釗、ついで孫伏園が編集者
となり、『晨報副刊』は 1921年以降、リベラルな性格の
文芸、思想の日刊紙（4ページ）になった。
　9；7 文
あや
文
ふみ
（または文
ふみこ
子）
－論文（2018）、（「魯迅と藤野厳九郎について（続）―日中関係の一齣―」27号）
　47；12（本文、下から）「中国のゴーゴリ―」 「中国のゴールキー」
　48；2（本文・下から） もう一度に もう一度
　58；下から 2行目に、以下の文献を追加・挿入する。
　 徳永重良（2015）「藤野厳九郎と魯迅をめぐって―「惜別」：その前後―」、『人文社会科学論叢』、24号
　同　　　（2016）「魯迅と藤野厳九郎をめぐって―日中関係の一齣―」、『人文社会科学論叢』、25号
